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利便性の良さとWifiアクセス、月代わりのアーティスト作品を配置した落ち着いた雰囲
気を兼ね備えており、軽食をはさみながら仕事や商談をするプロフェッショナル層のビジネ
ス客が多い。質の高い茶葉と顧客に応じた個別オーダーサービスが人気。

《参考》 カフェ –カフェ①(シアトル)

【概要】

• 2007年にオープンした同店は、
世界中の最上級のお茶を取り揃
えており、シアトルのバラードの街
に根差した、地域住民の憩いの
場となっている

• 歴史的な街の中心部に位置す
る、おしゃれなブロック作りの外観
のポートランドビルディング内に、
お茶の小売スペースも備えた店
舗を構えている

• 各種のお茶のメニューの他に、ク
レープやサンドイッチ等の軽食も
提供している

カフェ①

→ 同店ではクレープやサンドイッチといった軽食の
他に、クッキー、マフィン、パウンドケーキ等のお
菓子も提供している。

→ 飲み物のメニューは3.5~4.5ドルで販売。右の
写真の抹茶ラテは4.5ドル。

→ 利用客は白人系がほとんどで、男性客が多く見
られた。複数人で来店した客は、ティーポットを
一つ注文してシェアしていることが多かった。

出所：現地視察

→ 店内の販売コーナーの様子。
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日本茶と台湾茶・中国茶を主に扱い、茶器も日本や台湾の正式なものを使用しており、
本格的にお茶を楽しむための店。ミレニアル世代でビジネスに成功した層や、30-50代の
プロフェッショナル層等、経済的に余裕があり健康と文化に関心のある顧客が多い。

《参考》 カフェ –茶専門店①(シアトル)

【概要】

• 中国スタイルのお茶が楽しめる
ティー・ハウス。茶葉の種類は25
～30種類と多くはないものの、
オーナーが毎年台湾へ買い付け
に行ったり、信頼する卸売り業者
から仕入れた良質なもののみを
扱う

• 大量仕入れをせず、ほかの茶葉
とブレンドされていない100パーセ
ント・ピュアな茶葉のみを使用

• 抹茶を使用したスイーツも提供

茶専門店①

→ 烏龍茶、紅茶、緑茶、白茶、プーアル茶など世界各
国から仕入れられた茶葉が並ぶ。

→ 販売用の缶のお洒落なパッケージには茶葉について
の丁寧な説明シールが付されている。

→ 台湾から仕入れた茶道具一式を使い、正式な
台湾茶の飲み方が楽しめる。

出所：現地視察

→ 茶筅等の日本式の茶道具も販売されていた。



54©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

2000年代初頭から台頭したサードウェーブコーヒー運動の一翼を担ったことで有名。品
質を追求したコーヒー豆の直接買い付けと、注文を受けてから一杯ずつ店員がドリップで
淹れるスタイルが新しいカフェスタイルとして流行した。

《参考》 カフェ –カフェ②(シアトル)

【概要】

• シアトル発祥のサードウェーブコー
ヒー文化を生み出したビッグスリー
のひとつ

• サードウェーブコーヒーは2002頃
から流行。厳選した豆を生産農
家から直接買い付け、新鮮なま
ま店舗のロースターでローストし、
バリスタがその場で一杯ずつコー
ヒーを淹れるという特徴を持つ

カフェ②

→ 産地や品質についての詳しい表記

出所：現地視察

→ 質の高い新鮮な豆を直接買い付けるため、時折公
正取引価格の3～4倍の値をつけることもある。
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比較的若い世代(大学生および若いビジネスマン、近隣住民や観光客)をターゲットと
し、抹茶を中心とした飲み物を提供。茶道形式での緑茶の提供もあり、価格は高めなが
ら、高品質の味と本格スタイルを楽しめる店舗となっている。

《参考》 カフェ –カフェ③(サンフランシスコ)

【概要】

• 日本の抹茶を中心として、緑
茶、ジャスミン茶、ウーロン茶等の
中国・台湾茶も提供

• サードウェーブコーヒーの文化の影
響を受け、新鮮で高品質の茶葉
で一杯ずつ丁寧に淹れたスタイル
のサービスを提供

• 有機栽培を行っている小規模農
場を中心に直接茶葉の調達を
行う

カフェ③

→ 茶器で泡立てた本格茶道スタイルの抹茶も提供。 → 中国・台湾・日本の茶道具が陳列されており、各国
の茶文化を視覚的に楽しむことができる

→ 利用客には白人系、アジア系がともに多く見ら
れた。女性客やカップルでの利用が多い。

出所：現地視察

→ 人通りの多い通りに面し、抹茶を中心としたメ
ニューを展開。
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サンフランシスコのチャイナタウンに位置する家族経営の茶館。収穫時期に合わせて中
国・台湾の産地から直接買い付け、高品質の茶葉を提供。正しい飲み方の掲示やセミ
ナーでの消費者教育も行っている。利用年齢層は10～60代と幅広い。

《参考》 カフェ –茶専門店②(サンフランシスコ)

【概要】

• サンフランシスコのチャイナタウンの
中心部に所在する家族経営の
茶館

• 中国・台湾・日本産茶葉を取扱

• 有機のホールリーフ(茶葉全体)
を使用し、農家から直接買い付
けを行う

茶専門店②

→ 「Tasting Flights」と称されたお茶セミナーの紹
介。

→ 高級茶葉を店員の説明を受けながら、本格的な中
国スタイルで楽しむという内容。一回30ドル。

→ 中国式の茶器を使用した本格スタイルの飲茶が楽
しめる。

→ 茶葉別に最適なお湯の温度と、お湯を注いだ
後の蒸し時間を表示し、一番おいしい飲み方
を消費者に教育。

出所：現地視察

→ 中国産や台湾産のお茶を中心に取り扱い。

→ 玄米茶(右の写真)は日本産で、容器には産
地や茶葉の特徴について一覧できるようになっ
ている。
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日本文化(茶文化)および抹茶の味と効能に魅了されたオーナーが開店。有機素材のみ
を扱い、日本文化に興味をもつ健康志向の強い顧客をターゲットとする。

《参考》 カフェ –カフェ④(ロサンゼルス)

【概要】

• ウェラーコート内にある新しい抹茶
専門店

• 本格的な抹茶から、ペストリー、
京都風アイスクリームをメニューと
して提供

• 日本の茶道のお茶会で使用する
レベルの有機抹茶のみを使用
し、人工甘味料や添加物は一
切使用しない

カフェ④

→ 飲み物のメニューは6~8ドルで、全てに抹茶が入って
いる。2ドルで抹茶をさらに追加することもできる。

→ 店のコンセプトと抹茶の効用について説明したボード
を店内に掲示。

→ 利用客は白人系が中心で、若者が多く見られ
た。客席はカウンターが主で、テラス席も少し用
意されている。テイクアウトでの利用が多く見ら
れた。

出所：現地視察

→ 抹茶をイメージした緑を基調としたデザインの店
内。
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LAダウンタウンに所在する同店は、エリアの特性からアート系の関心の高い若者利用客
が多い。200種類以上の茶葉の他、茶器も世界各地のものを扱い、他民族の文化を
融合したアメリカ文化を象徴するコンセプトとなっている。

《参考》 カフェ –カフェ⑤(ロサンゼルス)

【概要】

• LAダウンタウンのアートディストリク
ト(アート地区)に所在。この地区
は話題のギャラリー、レストラン、
カフェなどが集積し、若者で大変
賑わうエリア

• 「Global Tea Bar」と自ら称す
るように、世界中の200種類以
上の茶葉を扱う専門店。 茶葉
の種類だけでなく、パッケージの大
きさも豊富なことから贈答用にも
需要あり

• 季節の軽食も提供

カフェ⑤

→ クロワッサンやスコーンも提供されている。 → 同店のブランドの抹茶。

→ 茶器は世界各地から収集したものや、アーティストの
製作品も取り扱う。

→ 利用客は白人系が中心で、若者が多くみられ
た。店内席の他にウッドデッキのテラス席も用意
されている。

出所：現地視察

→ 天井が高く開放的な雰囲気の店内では世界
各地から200種類以上の茶葉を取り扱う。

→ テスティングサービスもあるため、個人の好みに
あった茶葉を選択できる。
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席数が少なく静かな店内は一定年齢以上のビジネスマンをターゲットとし、学生の利用
は少ない。こだわりの焙煎とブレンドの自前コーヒーと世界各国の良質茶葉を扱い、顧客
も各国の文化や茶葉についての知識がある知的階級が多い。

《参考》 カフェ –カフェ⑥(ロサンゼルス)

【概要】

• スタイリッシュな店内はWifiが配
備されているものの、通話が禁止
されるほど静かな雰囲気を重視

• 席数は少なく人気店のため週末
は混雑。独自の焙煎とブレンドを
行い、テイスティングサービスも行
う

カフェ⑥

→ ノワールという、チョコレートを使用した焼き菓子。材
料にはオーガニックのものを使用しており、ビーガンや
グルテンフリーのニーズにも対応している。

→ コーヒーの他、世界各国(中国茶、台湾茶、日本
茶)の良質な茶葉を取り扱う。

→ 利用客は白人系が中心で、年齢層は少し高
め。

出所：現地視察

→ 落ち着いた雰囲気の店内で、学生は少なく、
30代以上のプロフェッショナル層のビジネスマン
の利用が多い。



60©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

《参考》 小売 –茶専門店③(アメリカ・ロサンゼルス)

【概要】

• 一般的にアッパーミドルクラス、中
間層が顧客層

• 日本産緑茶も人気があるが、緑
茶というと一般的に中国茶の方
が認知度が高い

• 緑茶の購買者として重量挙げの
選手等も含まれる

 緑茶が健康に良いと考
えられているため

茶専門店③

【左上】煎茶(10ドル/24g、ティーバッグ、日本産)
【右上】ジャスミン茶(6.48ドル/55g、茶葉、中国産)
【左下】アソートティーバッグセット(5ドル/49g、ティーバッグ(龍
井茶、ジャスミン茶、菊花茶等、6種類)、中国産)

→ お茶に詳しい顧客は伝統的な
お茶を、普段お茶を飲まない
若い世代はフレーバーティを好
む傾向がある

→ 店舗では、スタッフが顧客の好みを聞
き、商品探しやおすすめのお茶を手
伝っている

→ 店舗で最も売れているのはハーブティ

出所：現地視察
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《参考》 小売 –日系小売店①(アメリカ・ロサンゼルス)

【概要】

• 顧客は主に中間層

• 茶葉は高価なため、便利で安価
なティーバッグの方が売れている

• 緑茶の販売・在庫については、
特に問題や洞察はなし

日系小売店①

【左】煎茶(8.99ドル/100g、茶葉、日本産)
【中央上】玉露(10.99ドル/23g、ティーバッグ(全
葉)、日本産)
【中央下】緑茶(1.99ドル/32g、ティーバッグ、アメリカ
産)
【右上】オーガニック煎茶(4.79ドル/40g、ティーバッ
グ、アメリカ産)
【右下】静岡煎茶(2.29ドル/31g、ティーバッグ、日
本産)

→ 若い顧客の多くは便利なティーバックを
購入

→ 主な緑茶商品は、アメリカ産のティーバッグ
(1.99ドル～4.79ドル)、日本産緑茶
(2.99ドル～10.99ドル)

出所：現地視察
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《参考》 小売 –アジア系小売店①(アメリカ・ニューヨーク)

【概要】

• 顧客層はミドルクラス

• 緑茶の購入者は主にアジア系顧
客

• 緑茶では、伊藤園と山本山の二
つが最も人気のブランド

アジア系小売店①

→ 店舗の主な緑茶商品

 煎茶(3.99ドル/50g、ティーバッグ、日本産)

 抹茶(6.49ドル/30g、ティーバッグ、日本産)

 緑茶(2.99ドル/32g、ティーバッグ、産地不明)

 アイスグリーンティ(3.99/30g、粉末、アメリカ産)

→ 主にアジア系の現
地中間層と見ら
れる顧客が緑茶
を購入している
特に抹茶が人気

出所：現地視察

→ 店内には、伊藤
園の陳列棚が
設置されている
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《参考》 小売 –現地系小売店①(アメリカ・ニューヨーク)

【概要】

• 一般的にアッパーミドルクラス、中
間層が顧客層

• お茶の仕入れは、売れ行きなどを
基に経営者が判断

• 店舗で最も売れているお茶は、
ジャスミン緑茶

現地系小売店①

→ 緑茶の中では、Twiningsのジャスミ
ン緑茶がベストセラー商品である。

→ また、ジンジャー・レモンティも人気があ
る他のブランドでは、Yogiブランドのお
茶が健康に良いと言われており、人
気商品

→ 店舗はニューヨークの住宅地にあり、アッパーミドルクラス、中
間層が利用している

→ 店舗で取り扱っている主な緑茶商品

 緑茶(4.49ドル/40g、ティーバッグ、中国産)

 グリーンティ・ジンジャー(3.88ドル/30g、ティーバッ
グ、アメリカ産)

 ジャスミン緑茶(3.99ドル/30g、ティーバッグ、イギリ
ス産)

 グリーンティWithココナッツ(7.99ドル/40g、ティー
バッグ、産地不明)

出所：現地視察



64©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

《参考》 小売 –アジア系小売店②(アメリカ・サンフランシスコ)

【概要】

• 主な顧客は低所得者層から中
間層

• 緑茶を購入するのはアジア系顧
客が多い

• 販売の緑茶は、主に茶葉。商品
の産地は中国産・台湾産が中
心であり、日本産の取扱は少な
い

アジア系小売店②

→ 店舗で取り扱っている主な緑茶商品

 抹茶入り玄米茶(4.99ドル/20g、ティーバッグ、日本産)

 抹茶入り玄米茶(4.29ドル/100g、茶葉、アメリカ産)

 煎茶(3.99ドル/200g、茶葉、アメリカ産)

 ジャスミン緑茶(3.49ドル/150g、茶葉、中国産)

 ジャパニーズ緑茶(1.49ドル/40g、ティーバッグ、中国産)

 そば茶(4.99ドル/110g、茶葉、中国産)

 朝鮮人参緑茶(1.49ドル/40g、ティーバッグ、中国産)

 緑茶(5.79ドル/50g、ティーバッグ、台湾産)

 緑茶(5.19ドル/40g、粉末、台湾産)

→ 緑茶の購入層は主にアジア系の
現地低所得者～中間層

→ 6ドル以下の安価な緑茶の品揃
えが豊富(1.49ドル～ 5.79ド
ル)

出所：現地視察
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《参考》 小売 –現地系小売店②(アメリカ・サンフランシスコ)

【概要】

• 一般的にアッパーミドルクラス、中
間層が顧客層

• お茶の品揃えについては、売れ
行き及び顧客からのリクエスト(店
内にコメントボックスを設置)を参
考に決定している

現地系小売店② → サンフランシスコの住宅地に位置する店舗
アッパーミドルと中間層の顧客が利用している

出所：現地視察

→ 店舗の主な緑茶商品

 茎茶(8.99ドル/60g、ティーバッグ、日本産)

 インスタント抹茶(1.49ドル/4g、粉末、日本産)

 オーガニック玄米茶(3.99ドル/29g、ティーバッグ、日本産)

 オーガニックほうじ茶(3.89ドル/32g、ティーバッグ、日本産)

 抹茶(15.69ドル/43g、粉末、日本産)

 抹茶(4.99ドル/15g、粉末、アメリカ産)

 オーガニック緑茶(10.79ドル/57g、茶葉、中国産)

 玉芽茶(5.79ドル/36g、ティーバッグ、中国産)

 オーガニック玉緑茶(5.79ドル/30g、ティーバッグ、中国産)

→ 店舗では、遺伝子組み換
えでない(Non-GMO)お
茶のみを取り扱う。また調
達の際はオーガニック商品
を優先している
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《参考》 小売 –現地系小売店③(カナダ・トロント)

【概要】

• 一般的にアッパーミドルクラス、中
間層が顧客層

• 販売の緑茶は、主にティーバッグ
形式

現地系小売店③

→ XXX(ものの種
類、値段、購買
層等についてコメン
ト)

【左】緑茶(4.99カナダドル/24g、ティーバッグ、カナダ産)

【中央左】ジャスミン緑茶(3.99カナダドル/30g、ティーバッグ、カナダ産)

【中央右】ジャスミンフレーバーティ(8.99カナダドル/48g、ティーバッグ、アメリカ産)

【右】緑茶(5.49カナダドル/31g 、ティーバッグ、アメリカ産)

→ トロントの商業エリアにある店舗
来店客はアッパーミドル～中間層

出所：現地視察

→ 近年人気のお茶は、ハーブティ。多くの顧
客はティーバッグの商品を購入している
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《参考》 小売 –アジア系小売店③(カナダ・バンクーバー)

【概要】

• 一般的に中間層が顧客層

• 高齢者は茶葉、若者はティー
バッグを購入する傾向がある

アジア系小売店③

→ 主にアジア系の現地中間層と見られ
る顧客が緑茶を購入

→ 緑茶は、使いやすいティーバッグの商品が
中心

出所：現地視察

【左上】粉末抹茶(10.99カナダドル/48g、粉末、日本産)

【左下】オーガニック緑茶・ジンジャー入り(2.69カナダドル/36g、ティーバッ
グ、中国産)

【右上】玄米茶(3.99カナダドル/40g、ティーバッグ、日本産)

【右中央】緑茶(3.83カナダドル/40g、ティーバッグ、カナダ産)

【右下】朝鮮人参緑茶(4.69カナダドル/40g、ティーバッグ、アメリカ産)
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《参考》 小売 –現地系小売店④(カナダ・バンクーバー)

【概要】

• 一般的にアッパーミドルクラス、中
間層が顧客層

• お茶商品の品揃えについては、
店舗の売り上げデータを分析した
結果を基に事務所が判断

• 販売の緑茶は、主にティーバッグ
形式

現地系小売店④

→ 店舗の顧客層は若いミドル
クラスが中心

→ 若い顧客に人気があるフレーバー・グリーンティの品揃えが
豊富

出所：現地視察

【左上】Citrus Kiss(4.39カナダドル/40g、ティーバッグ、産地
不明)

【左中央】アールグレイ・グリーンティ(6.29カナダドル/35g、ティー
バッグ、中国産)

【左下】マンダリンオレンジ・グリーンティ(3.69カナダドル/34g、
ティーバッグ、産地不明)

【右上】ザクロ・グリーンティ(3.79カナダドル/48g、ティーバッグ、
産地不明)

【右下】モロッコ・ミント・グリーンティ(3.19カナダドル/26g、ティー
バッグ、ブラジル産)
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《参考》 2016年上期輸出動向

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

輸出先国 アメリカ合衆国 ドイツ シンガポール 台湾 カナダ 香港 タイ フランス オーストラリア マレーシア

4,363,533 1,310,555 896,051 826,498 421,473 394,595 289,671 220,014 219,981 214,796

1,697,549 305,377 280,052 735,211 236,017 116,404 144,071 77,728 74,248 111,560

2,570 4,292 3,200 1,124 1,786 3,390 2,011 2,831 2,963 1,925

947,168 267,392 101,893 243,290 72,416 156,517 -31,490 50,444 92,555 67,513

28% 26% 13% 42% 21% 66% -10% 30% 73% 46%

輸出先国 アメリカ合衆国 ドイツ シンガポール 台湾 香港 カナダ フランス タイ オランダ マレーシア

2,258,673 755,033 433,242 375,100 250,730 186,525 152,546 124,304 112,024 106,646

798,159 164,186 147,740 341,886 58,695 100,780 45,056 61,825 25,644 55,366

2,830 4,599 2,932 1,097 4,272 1,851 3,386 2,011 4,368 1,926

239,587 303,320 47,765 25,376 88,896 -23,682 67,159 -45,553 47,831 31,888

12% 67% 12% 7% 55% -11% 79% -27% 75% 43%

順位

2015年

輸出額（千円）

輸出量（Kg）

単価（円／Kg）

（輸出額の対前年増減額）

（千円）

（輸出額の対前年増減率）

2016年

（1-6月）

輸出額（千円）

輸出量（Kg）

単価（円／Kg）

（輸出額の対前年同期増減

額）

（千円）

（輸出額の対前年同期増減

率）
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調査の背景・目的

• 日本産緑茶に関する輸出統計によると、主要輸出先国別で輸出単価のバラつき
が大きいが、製品種別等の輸出内訳・特徴に関する情報が十分でない

• また、全体的には日本産緑茶の輸出は堅調に推移しているが、カナダ等の一部
国では、2016年の1-6月累計の輸出額で減少が見られるため、要因を調査し、
輸出額改善に結びつける必要がある

• 上記の切り口を端緒として、継続的な輸出拡大を図るために、現地の消費者・事
業者の緑茶に対する嗜好性・ニーズを把握することが重要である

背景

• 国内事業者へのヒアリングを通じて、国別の製品種別等の輸出内訳・特徴を整
理し、主要輸出先国における輸出単価のバラつき要因を把握することで、国別の
輸出拡大方針検討に向けた議論のインプットとする

• また、輸出単価が低単価かつ2016年の1-6月累計輸出額に減少が見られたカ
ナダについて、現地調査を行うことで低単価や輸出額減少の要因を分析し、輸出
額の増加に繋がる方法を抽出する

目的
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2016年上期時点で、輸出額が減少傾向であり、かつ、輸出単価の低い「カナダ」を優
先的な調査対象国と設定。

《参考》 輸出増減の要因分析に関する調査提案

輸出額
減少要因

調査手法

輸出額
増加要因

その他事象
(例：単価の

バラつき)

分析対象
• フランス

• ドイツ

• カナダ
• タイ

高単価

• ドイツ、香港

低単価

• 台湾、カナダ

候補対象国

•国内関連事業者
ヒアリング

•現地調査・ヒアリング

•文献調査

• 日本産緑茶に関する現地ニーズの変化

 他の飲料・嗜好品への移行等

• 販売チャネル別の動向

• 他国産品の輸入・販売動向

• 円高の影響

調査の観点

• 日本産緑茶に関する現地ニーズの変化

 健康・オーガニック志向の高まり、日本
産緑茶ブームの到来等

• 販売チャネル別の動向

• 効果的であった輸出促進取組

• 現地で販売されている主要な日本産緑茶
関連商品・価格帯

• 現地の主要な購買層・消費シーン

• 日本産緑茶の用途別割合・特徴

 飲用、加工用等
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日本産緑茶の輸出商品は、5つの製品種別・3つの納品形態があり、使用される茶種の
違い等により例外はあるが、基本的には製品種別と納品形態の組合わせで平均単価が
決定される。

日本産緑茶の輸出商品の分類の整理

抹茶

製品種別
の分類

•碾茶を石臼等
で挽いて粉末
状にしたもの

ティーバッグ

•茶葉を、1人
前ずつ抽出し
やすい袋に小
分けしたもの

粉末茶
(インスタント除く)

•茶葉をお湯に溶け
る細かさの粉末状
に加工したもの(抹
茶は除く)

茶葉

•荒茶に仕上げ
加工を施した
もの

粉茶

•茶葉の製造工程
で、ふるい分けられ
て規格外となった
細かいもの

納品形態の分類

小分け用
(主に3kg以上)

小分け品
(3kg以下)

加工用
(3㎏以上)

• 食品工場向け原料用→
飲料、菓子等

• 大手外食チェーン等向け
飲用/調理用
→お茶カフェ等

• 茶問屋/茶専門店向け
小分け用
→卸先で各社のブランド

商品として小分け

• 小売/外食向け飲用/調
理用
→一般家庭で消費
→日本食店等で提供

バ
ル
ク
品

※ティーバッグについては小分け品のみ

出所：国内事業者ヒアリング

茶の輸出に占めるバルク品の割合と単価の関係

低

高

輸
出

品
に

占
め

る
バ

ル
ク

品
の

割
合

輸出の重量平均単価
高

B国

A国
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日本の主要な輸出先国のうち、輸出単価が高い国と低い国があるが、輸出額に占める
バルク品の割合は様々であり、単価を形成する要因は国別に異なる。詳細は次頁以降
参照。

日本産緑茶輸出の単価バラつき要因

日本産緑茶の輸出額※2(2015年)

アメリカ

ドイツ

シンガポール

台湾

カナダ
香港

タイ

フランス

オーストラリア

マレーシア

オランダ

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

0 5 10 15 20 25 30 35 40

輸
出
額
に
占
め
る
バ
ル
ク
品
の
割
合

輸出の重量平均単価（ドル/㎏）

茶の輸出に占めるバルク品の割合と単価の関係※1

36.1 

10.8 

7.4 

6.8 

3.5 

3.3 

2.4 

1.8 

1.8 

1.8 

1.5 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

アメリカ

ドイツ

シンガポール

台湾

カナダ

香港

タイ

フランス

オーストラリア

マレーシア

オランダ

輸出額(百万ドル)

※1,2)財務省貿易統計よりアクセンチュア作成
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EU全体として、厳格な農薬規制対応に要するコストの分、輸出単価が高い傾向にある
が、抹茶等の輸出割合が高いドイツに関しては特に高単価となっている。

日本産緑茶輸出の単価バラつき要因(高単価国：EU)

アメリカ

ドイツ

シンガポール

台湾

カナダ
香港

タイ

フランス

オーストラリア

マレーシア

オランダ

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

0 5 10 15 20 25 30 35 40

輸
出
額
に
占
め
る
バ
ル
ク
品
の
割
合

輸出の重量平均単価（ドル/㎏）

茶の輸出に占めるバルク品の割合と単価の関係

EU

ドイツ⇔
フランス
の比較

ドイツ・
フランス⇔
オランダ
の比較

高単価国の要因※

•農薬規制への対応コストが
必要であること、有機栽培
品の割合が高いことから単
価が高くなり易い

•ドイツには日本最大の抹茶
輸出業者の現地法人があ
り、高単価な抹茶商品の輸
出の割合がフランスに比べて
高いため、高単価になってい
るとみられる

•オランダは、ドイツやフランスに
比べて茶の問屋/専門店が
少ないため、バルク品輸出が
少ないとみられる

※)国内事業者ヒアリングよりアクセンチュア作成

抹茶輸出量
の差異

問屋/
専門店の
差異

1

2

1

2
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香港・シンガポールは日本産緑茶のブランド浸透度が高く、高単価品の輸出が進んでい
るため、輸出単価が高い。

日本産緑茶輸出の単価バラつき要因(高単価国：アジア成熟市場)

アメリカ

ドイツ

シンガポール

台湾

カナダ
香港

タイ

フランス

オーストラリア

マレーシア

オランダ
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輸
出
額
に
占
め
る
バ
ル
ク
品
の
割
合

輸出の重量平均単価（ドル/㎏）

茶の輸出に占めるバルク品の割合と単価の関係 高単価国の要因※

アジア
成熟市場

•日本食の普及と合わせて、日本
産緑茶のブランドが良く浸透してお
り、高単価商品のアッパーミドル層
以上への輸出が進んでいる

シンガポール
⇔香港
の比較

•シンガポールはASEANへの、香港
は中国への貿易中継国である
が、バルク品の割合は異なる

 シンガポールでは、現地で加
工・小分けされた上で
ASEANへ再輸出されている
ケースが多いのに対して、香
港では、ハンドキャリーを含め
て日本から輸出された小分け
品がそのまま中国へ流通して
いるケースが多い可能性があ
る(要検証)

※)国内事業者ヒアリングよりアクセンチュア作成
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台湾・カナダは大手メーカーによる低単価商品の輸出割合が高く(台湾：加工用、カナ
ダ：ティーバッグ)、タイは緑茶の輸入関税が高いため、低単価になっているとみられる。

日本産緑茶輸出の単価バラつき要因(低単価国)

アメリカ

ドイツ

シンガポール

台湾

カナダ
香港

タイ

フランス

オーストラリア

マレーシア

オランダ
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茶の輸出に占めるバルク品の割合と単価の関係

カナダ

タイ

低単価国の要因※

台湾
• 大手メーカーの緑茶飲料

工場向けの加工用バルク
品茶葉の輸出が多い

• 大手メーカーによる小売
店向けティーバッグの輸出
が大半を占める

• 緑茶の関税が90％と高
税率

• 最終販売価格を考慮し
て安価な商品の輸出が
多いとみられる

※)国内事業者ヒアリングよりアクセンチュア作成
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総じて、輸出単価が高い国ほど、2016年上期の前年同期比の伸びが大きい傾向。

輸出単価と輸出額増減の関係性

輸出単価と2016年上期の前年同期比の関係※

※)財務省貿易統計よりアクセンチュア作成

※アメリカに関しては、大手メーカー等による低単価のティーバッグと高価格品の双方が
バランスよく輸出されているため、全体の中間程度の輸出単価となっている(事業者ヒアリング)

アメリカ

ドイツ

シンガポール

台湾

香港

カナダ

フランス
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オランダ

マレーシア
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2016年1-6月期の輸出統計によると、日本産緑茶の主要輸出先国の中で、カナダ向
け輸出に前年同期比での減少がみられた。

カナダ向けの上期輸出動向
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)

輸出額(前年同期) 輸出額 前年同期比増加率

日本産緑茶輸出上位国への輸出額
(2016年1-6月累計) ※1 カナダへの緑茶輸出額の推移(1-6月累計)※2
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• カナダについて2016年の1-6月累計輸出額で
減少がみられた

 2012年以降で、1-6月累計輸出額の
減少がみられたのは2016年が初めて

※1,2)財務省貿易統計よりアクセンチュア作成
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カナダ通関の統計によると、日本からの緑茶輸入に占める第3国経由の割合が年々増
加しており、日本からカナダへの直接輸入の一部がアメリカ経由の輸入へ移行したこと
で、2016年上期の日本の輸出統計上で減少がみられたと考えられる。

カナダ向け輸出の減少要因
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カナダの日本からの緑茶輸入額の推移※1

88%

11%

1%

アメリカ ドイツ その他

カナダの日本からの緑茶輸入における
経由国の内訳(2015年)※2

• カナダの日本からの緑茶輸入に占める第3国経由の割
合は年々増加する傾向にある
 カナダの通関では日本からの直接輸入と第3国を

経由する輸入を識別して統計を取得しており、第
3国経由の割合が増加傾向にある

• 日本からの第3国経由の輸入のうち、アメリカ経由が
大部分を占める
 カナダの大手カフェチェーン「David’s」がアメリカ企

業に買収されており、日本からカナダへの緑茶輸入
がアメリカ経由に移行する要因の一つとなっている
可能性が高い※3

※1,2)カナダ通関の貿易統計よりアクセンチュア作成、※3)出所：国内事業者ヒアリング
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カナダにおける緑茶の主要な消費者はアジア系住民であり、消費シーンは家庭が中心。
特にミレニアル世代の消費が最も成長している。スーパーマーケットが主たる購買チャネ
ルであり、ティーバッグ/有機茶/信頼できるブランドが好まれる特徴もある。

カナダにおける現地調査結果 ①緑茶市場の全体像

 緑茶の主たる消費者層

 アメリカも含めて、北米での緑茶の最大の消費者はアジア系(主に中華系)の現地中間層が中心

 近年、「ミレニアル世代」(18－36歳)の緑茶需要が伸長しており、日系大手事業者をはじめ、多くの
事業者がターゲットとしている消費者層(次頁参照)

 緑茶の販売チャネル・消費シーン

 北米の緑茶消費者の約75%が家でしか緑茶を飲まないことから、小売が主要な販売チャネルである

 消費者が緑茶を購入するチャネルは、スーパーマーケット、大型スーパー(例：コストコ)、茶専門店
(例：David’s) が代表的

 現地系スーパーマーケットでは、Tetly、Lipton、Stash、Twiningsのブランドが最も人気

 アジア・少数民族系スーパーマーケットでは、伊藤園、山本山のブランドが最も人気

 北米市場では、利便性の高さからティーバッグが最も好まれる

 飲料商品(缶、ペットボトル等)に関しては、気候の違いから、カナダではホットが、アメリカではアイスが
好まれる

 非有機茶より有機茶が好まれ、認知している/信頼しているブランドの商品が好まれる特徴もある

出所：カナダの事業者ヒアリング、消費者アンケート、Nielsen、International Food Information Council Foundation、Trendspotter Consulting
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全体的な消費者の嗜好としては、ジャスミン茶が最も好まれ、抹茶やフレーバー緑茶がそ
れに次ぐ。ミレニアル世代も概ね同様の嗜好性だが、 「カフェインを含むが落ち着きをもた
らす」という点が好まれ、抹茶が大きなトレンドとなっている点が特徴。

カナダにおける現地調査結果 ②緑茶に関する嗜好性

 緑茶に関する全体的な嗜好性

 フレーバー緑茶、特に、ジャスミン茶が好まれる傾向

 年代が上がるにつれて、伝統的な緑茶を購入する傾向が高まるが、全体としてはフレーバー緑
茶が中心の市場

 現地中間層は、味・価格・健康的・便利さの順で緑茶の購入基準として重視しており、安価な中国
産ジャスミン茶が最も広く流通している

 アメリカ産ではフレーバー緑茶やノーブランドの低価格品が最も人気

 日本産の抹茶・煎茶もジャスミン茶に次ぐ人気を得ており、健康志向の強い中間層以上を中心に需
要を得ている

 健康面での効果を期待する層は抹茶に含まれる繊維質を好む傾向

 「ミレニアル世代」における嗜好性

 全体的な傾向と同様、フレーバー緑茶(ジャスミン茶)を好む傾向が強いが、アジア系のミレニアル世代
は伝統的な緑茶を好む割合も高い

 「カフェインを含むが落ち着きをもたらす」という点が好まれ、抹茶が大きなトレンドになっている

 有機、高品質、優れた味がミレニアル世代が重視する緑茶購入基準の三要素

出所：カナダの事業者ヒアリング、消費者アンケート、Nielsen、International Food Information Council Foundation、Trendspotter Consulting
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《参考》 カナダで流通している緑茶商品

 流通している緑茶商品タイプ・人気商品

 フレーバー緑茶：1番人気

 ジャスミン(特に人気)

 ジンジャー

 レモン

 オレンジ

 ミント

 チャイ

 抹茶：2番人気

 抹茶入り緑茶ティーバッグ(特に人気)

 抹茶パウダー

 煎茶(茶葉、ティーバッグ)

 玄米茶(茶葉、ティーバッグ)

 北米市場で販売されている緑茶のトップブランド

 アメリカ系スーパーマーケット

 Bigelow Tea Company

 Lipton Tea (Owned by Unilever)

 Tazo Tea Company (Owned by 
Starbucks)

 Stash Tea Company (Owned by 
Yamamotoyama)

 Yogi Yea

 Twinings of London (Owned by 
Associated British Foods)

 Numi Tea

 Mighty Leaf Tea

 Tetley (Owned by Tata Global 
Beverages; Specific to Canada)

 アジア・少数民族系スーパーマーケット

 Ito En

 Yamamotoyama

 Takaokaya
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《参考》 国内の緑茶輸出業者へのヒアリングサマリ(1/4)

カナダ

タイ

-

• 輸入規制が厳格化された
からではないか
 タイでは、商品ごとに輸

入許可登録が必要だ
が、近年、登録の条件
としてISO等の認証の
取得が追加されたため
であると考えられる。

※)国内事業者ヒアリングよりアクセンチュア作成

A社 B社 C社 D社

• 日本からカナダへ直接輸出
していた分の一部が、アメリ
カ経由での輸出へ移行して
いるからではないか。
 最近、アメリカの企業

が、急成長中のカナダの
茶専門小売店・カフェブ
ランドの「David’s」を買
収したので、日本からの
輸入経路がアメリカ経
由に切り替わった可能
性がある。(「David’s」
は北米に120の店舗を
展開している。)

-

-

-

• アメリカ経由の輸出が増え
たからではないか
 カナダとアメリカで緑茶に

関する有機同等性が認
められたことや、北米で
事業を営む茶業者が本
社をアメリカに置くことが
多いことから、アメリカ経
由でのカナダ向け輸出が
増えているのではない
か。

-

輸出額
減少の
要因
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《参考》 国内の緑茶輸出業者へのヒアリングサマリ(2/4)

カナダ

台湾

-

• 現地で個別包装するため
のバルク品(茶葉)の輸出が
多いからではないか。

※)国内事業者ヒアリングよりアクセンチュア作成

-

• 現地/国内飲料メーカーや
カフェチェーン向けバルク品
が大量に輸出されているか
らではないか。
 緑茶飲料がかなり普及

しており、現地ブランドの
商品も流通している。

 カフェチェーンはタピオカド
リンクを中心に扱う店舗
が非常に人気。

• 低単価の中国産品が、日
本を経由して輸出されてい
る影響も大きいと考えられ
る。
 中国企業が、中国産茶

葉を日本でパッケージン
グして「東京銘茶」という
ブランドで台湾へ輸出し
ており、その分は日本の
緑茶輸出に計上され
る。

• 日本からの輸出に占める、
抹茶商品等の単価の高い
商品の割合が低いからでは
ないか。(C社からの輸出も
ほとんどがティーバッグであ
る。)

-

• カナダは中華系人口の割
合が高く、中国産茶の流通
が多いと考えられる。

• 安価な中国産が多く流通
していることで、販売価格の
相場が下がっているのでは
ないか。

-

低単価
の要因

A社 B社 C社 D社
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《参考》 国内の緑茶輸出業者へのヒアリングサマリ(3/4)

タイ

EU
全体

-

• EUの残留農薬基準を満た
すためのコストの分、単価が
上がっていると考えられる。

※)国内事業者ヒアリングよりアクセンチュア作成

-

-

• 関税が90％と非常に高税
率であり、現地での最終価
格を考慮すると、単価の低
いものを輸出せざるを得な
いのではないか。

• 農薬対応のためのコストが
上乗せされていることと、煎
茶や抹茶について有機栽
培のものが多く輸出されて
いることが考えられるのでは
ないか。

-

• 農薬対応のためのコストが
上乗せされているのではな
いか。

低単価
の要因

高単価
の要因

ドイツ -

• 日本の主要抹茶輸出業
者がドイツのハンブルグに現
地法人を持っており、抹茶
を輸出しているからではない
か。

• ドイツの単価がフランスより
高いのは、抹茶の割合が高
いためと考えられる。

• 世界最大規模の茶問屋が
あるため、各国からのバルク
品の輸入が多くなる傾向に
ある。

• 日本からの輸出では、フラン
スよりも抹茶の輸出の割合
が高いため、輸出単価が高
くなっているのではないか。

フランス - - -

• 大手の茶問屋向けの、バル
ク品輸出がかなり多いた
め、バルク品の割合が高い
のではないか。

A社 B社 C社 D社
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《参考》 国内の緑茶輸出業者へのヒアリングサマリ(4/4)

オランダ

香港

-

• 日本産の緑茶のブランド力
が高く、高い単価で輸出で
きているのではないか。

※)国内事業者ヒアリングよりアクセンチュア作成

-

-

-

-

• ドイツやフランスと違って茶
問屋、専門店が少なく、小
売や外食向けの小分け商
品が多いのではないか。

-

高単価
の要因

シンガ
ポール

• 日本産の緑茶のブランド力
が高く、高い単価で輸出で
きているのではないか。

-

• 緑茶の浸透度が高く、国民
の所得も高いので、高品
質・高単価な商品が売れて
いるのではないか。

• アジア各国への貿易中継
国でもあるため、バルク品の
輸出の割合が高いのではな
いか。

• その一方で、日本産への評
価の高さから、高単価な商
品もよく売れているため、輸
出単価が高いのではない
か。

その他 アメリカ
• 輸出商品の内訳に大きな

偏りは無く、バランス良く輸
出されている印象。

-
• 抹茶、抹茶入り緑茶等の

抹茶商品が現地系小売店
にも流通し始めている。

-

A社 B社 C社 D社


